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１. はじめに 
ブロードバンドインターネットの普及にとも
ない、テレビ画質に準じた動画映像がインターネ
ットで放送できるようになった。インターネット
放送では映像に連携した Web ページで関連情報
を配信できる。この Web ページを利用して、視
聴者参加型のインターネット放送が実現できる
環境が整った。しかし、現実はコンテンツの作成
コストに加え、複数サーバの連携運用が複雑にな
ることが原因で、そのような番組はほとんどない。
本報告では、インターネット放送における視聴者
参加型双方向番組の自動制御を可能にする、チャ
ネル連携システムの開発について述べる。 

２. 視聴者参加型インターネット放送 
 マスメディアである次世代デジタル放送に対
して、インターネット放送は視聴者層が絞り込ま
れた番組か、自由度が高い視聴者参加型番組が放
送される可能性がある。インターネットの双方向
性を利用して、たとえば、アンケートによって視
聴者のリアクションを番組に反映させる、視聴者
のコミュニティ Web ページと番組とを連動させ
る、などの視聴者参加番組が考えられている。 
 ところが、視聴者参加型番組は少なくとも映像
配信サーバ、Webサーバ、応答サーバをリアルタ
イムに連携（同期）する必要があるが、これらサ
ーバの運用システムは独立している場合が多い。
既存の方式は固定スケジュールに限定して各サ
ーバを独立動作させて限定的な番組にするか、番
組に特化した専用運用システムを構築しなけれ
ばならず、高い SIコストが発生してしまう。 

３. 設計方針 
本チャネル連携システムの目的は、視聴者参加
型番組を低い運用コストで実現することである。
そこで、次の３つの設計方針を設定した。 

(1) システム全体を少人数で集中制御 
(2) 視聴者のリアクションを自動的に反映 
(3) 分散運用環境でのリアルタイム性を保証 
チャネル連携システムではインターネットで分
散運用される各メディアサーバを少人数の番組
ディレクタが一箇所で集中制御できる。さらに視
聴者からのリアクションをシステム全体の連携
動作に自動的に反映できる。なお、分散運用され
るメディアサーバ間のリアルタイム同期を保証
する同期情報先行配信プロトコルを備えている。 

４. システム設計 
４.1  集中制御を可能にするシステム構成 
 本システムはインターネットに分散されたメ
ディアサーバを中央で制御する同期制御システ
ムである。システム構成を図１図１図１図１に示す。同期制御
サーバは連動スケジュール編集運用監視システ
ム（チャネル連携エディタ）[1][1][1][1]に管理されている。
番組スタッフは一箇所で各サーバを制御できる
ので、メディアサーバが増加しても、視聴者数が
増えてメディアサーバを別運用会社から借り受
ける場合でも、制御に関するコストは一定である。 
 次に、各メディアサーバの同期方式について説
明する。同期制御サーバは配信シナリオに基づい
た同期シグナルを各サーバに発行する。各メディ
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アサーバでは同期シグナルに対応した動作を行
う。視聴者端末は複数のメディアサーバを同時に
アクセスしている。映像配信サーバと Web サー
バは、同期制御サーバによって連携しており、映
像時間に連動してWebコンテンツが書き換わる。
なお、映像配信サーバは Web コンテンツをプッ
シュ配信するので、映像を見ながら自動的に連携
したWebコンテンツが更新される。 
４.2  視聴者参加型番組の自動実行方式 
 チャネル連携システムでは、視聴者からのリア
ルタイムな応答を、映像や Web などの連携メデ
ィアの番組進行に自動反映できる。図１図１図１図１の応答サ
ーバには視聴者からのアクションを受け入れて
処理する機能があり、視聴者のレスポンスの結果
を同期制御サーバにイベントとして通知する。チ
ャネル連携システムでは、このイベントによって
連携したサーバに同期シグナルを発行できる。 
 配信シナリオの中に複数記述されるスケジュ
ールデータには、時間駆動かイベント駆動のいず
れかのタイミングで動作する同期シグナルが格
納されている。応答サーバからのイベントと同一
のイベント ID を起動タイミングに指定したスケ
ジュールデータは、応答サーバからイベントを受
け取ると動作を開始する。イベントは応答サーバ
から発生し、ほかの映像配信サーバ、Webサーバ
に対する同期シグナルを自動的に発行させるこ
とができる。このことによって、メディア横断型
のチャネル連携システムが実現可能となってお
り、各メディアサーバが独立したスケジュールで
動作するだけの既存のシステムでは実現が難し
いことを容易にしている。 
 なお、実際にはイベント駆動と時間駆動に加え、
スケジュール連動があり、それぞれの組合せ演算
による高度な実行タイミングを記述することが
できる。イベント駆動のタイミングは不用意な動
作を防止するために実行可能期間が設定可能で
ある。また、視聴者からのイベントと同様に、番
組ディレクタが発信するイベントも同期制御サ
ーバに通知される。生放送中に番組の状況によっ
て番組進行を動的に変更できる。 
４.3  分散されたサーバ間のリアルタイム同期 
分散されたメディアサーバ群で完全に同期タ
イミングを一致させるプロトコルをチャネル連
携システムが提供する。インターネット運用で問
題となる伝送時間の不安定さと、各メディアサー
バの動作準備時間を吸収する先行配信プロトコ
ルである。先行配信プロトコルでは同期シグナル
をメディアサーバに向けて先行配信して、同期シ
グナルがメディアサーバ内で正確な時間で動作

する。同期シグナルを先行配信するために、同期
制御サーバ内では指定された先行仮想時間で動
作し、タイミングが成立すると正確な実行時間を
算出して同期シグナルを通知する。先行仮想時間
は推定遅延時間とコンテンツ切替え時間の合計
である。メディアサーバ内でコンテンツ切替えの
時間が必要な場合は、動作時間までにコンテンツ
を準備し、正確な動作時間に配信を開始する。 
なお、先行配信されたときの緊急事態の対応に
ために、先行配信制御プロトコルがある。先行配
信シグナルの取消し、中断、再開が用意されてい
る。先行配信された同期シグナルを制御できるの
で、緊急ニュースや、急なスケジュール変更があ
った場合の先行配信リスクを回避している。 

５. 視聴者参加型のインターネット番組例 
 チャネル連携システムが想定している視聴者
参加型番組のイメージを述べる。 
(1) スポーツ中継 
スポーツ中継で複数のカメラアングルを小さく
表示しておき、視聴者にもっとも人気があるアン
グルの映像を、広い帯域で送り大きく表示する。
視聴者同士の共同参画意識が高まる。 
(2) インターネットドラマ 
映像で放送されるドラマのストーリを選択式ア
ンケートの視聴者投票で決定することで、視聴者
の参加意識の高い番組が構成できる。また、ドラ
マの節ごとに映像連動のチャットルームを用意
すれば視聴者ニーズを収集できる。 
(3) アンケート・クイズ番組 
アンケートやクイズを出して、視聴者に連動した
Webで答えてもらう。 
(4) テレビショッピング 
視聴者からの申込み状況をリアルタイムに映像
に反映させることで、お店でレジに並ぶような購
買の様子を表現することができ、視聴者が安心し
て購入できるようにする。 

６. おわりに 
本報告では、複数の種類のメディアを連携運用
するインターネット放送番組に対して、視聴者か
らの応答を自動反映することで、視聴者参加型番
組の運用を簡単にするチャネル連携システムに
ついて述べた。 
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